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○すべての人の生命を大切にします
○どんな暴力も許しません
○思いやりの心を持ち、助け合います
○相手の立場に立って考えます
○かけがえのない地球環境を守ります
○みんなで力を合わせます
（「わたしの平和宣言」は、ノーベル平和賞

受賞者たちが起草した₆項目の誓い）

算
、
原
爆
ド
ー
ム
絵
は
が
き
の

清
算
、
ユ
ネ
ス
コ
青
少
年
育
成

基
金
決
算
の
報
告
や
監
査
報
告

が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
年
度
の
重
点

方
針
や
分
野
別
活
動
を
討
議
し

ま
し
た
。
重
点
方
針
は
従
来
の

重
点
方
針
を
基
本
に
し
な
が

ら
、
特
に
二
〇
一
三
年
度
に
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
結
成
四
〇

周
年
を
迎
え
る
た
め
、
本
年
度

に
、
準
備
の
た
め
の
記
念
事
業

実
行
委
員
会
を
結
成
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
（
六
月
二
十
一
日

の
部
会
長
会
議
で
、
古
田
碩
永
副
会

長
を
実
行
委
員
長
に
選
出
）

　

ま
た
、
同
じ
年
度
に
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究

会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
る
た

め
、
あ
わ
せ
て
準
備
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
各
部
会
か

ら
、
計
画
案
が
説
明
さ
れ
、
本

年
度
予
算
案
と
と
も
に
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員

改
正
の
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
欠
員
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の

ま
ま
で
、
役
員
を
引
き
続
き
務

め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
事
業
活
動
」
の
報
告
は
、

次
の
通
り
で
す
（
2
ペ
ー
ジ
へ
）。

　

二
〇
一
二
年
度
広
島
ユ
ネ
ス

コ
協
会
総
会
を
五
月
二
十
六
日

（
土
）、
広
島
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
総
括
の
後
、

各
部
か
ら
、
昨
年
度
の
事
業
評

価
を
ま
じ
え
た
報
告
が
あ
り
、

決
算
報
告
で
は
一
般
会
計
の
決

　
こ
の
集
い
は
二
〇
〇
〇
年
、
ユ

ネ
ス
コ
が
提
唱
し
、
国
連
が
決
め

た
「
平
和
の
文
化
国
際
年
」
活
動

の
一
環
と
し
て
、
日
本
各
地
の
ユ

ネ
ス
コ
協
会
が
、「
平
和
の
発
信
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
広
島
で
は
今
年
十
二
回
目
を
迎

え
、原
爆
や
戦
争
、災
害
な
ど
で
「
い

の
ち
」
を
失
わ
れ
た
多
く
の
方
々

を
慰
霊
し
、
平
和
な
世
界
を
願
っ

て
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
広
島

平
和
記
念
公
園
北
側
に
あ
る
「
平

和
の
鐘
」を
つ
き
ま
す
。
こ
の「
鐘
」

は
、
鋳
造
工
芸
家
、
香
取
正
彦
氏

の
制
作
に
よ
る
も
の
で
、「
国
境
の

無
い
世
界
地
図
」
が
刻
印
さ
れ
て

い
て
、〝
地
球
は
ひ
と
つ
〟
で
あ
る

こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長

　

柴
田
幸
子
）

昨
年
行
わ
れ
た
「
平
和
の
鐘
」
の
集
い

　

二
〇
一
二
年
度
総
会
開
く

　
来
年
度
の
広
ユ
協
会

　
　

四
〇
周
年
に
向
け　

記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
発
足

『平和の鐘』　今年も８月15日に

わたしの平和宣言

青
少
年
活
動
の
支
援
や
　
　
　

　
世
界
遺
産
の
啓
発
を
推
進
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前
年
度
の
総
括

　

主
な
実
績
は
、

◦�
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
紹
介
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

◦�

青
少
年
対
象
の
語
学
講
座
を

実
施

◦�

ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
の
授

与
・
新
春
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

◦�

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
（
出
前
講

座
も
含
む
）
の
開
催

◦�

韓
国
ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協

会
と
の
親
善
交
流

◦�

「
平
和
の
鐘
」
の
集
い

◦�

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ

青
年
部
の
受
入
れ

◦�

機
関
紙
ヒ
ロ
シ
マ
・
ユ

ネ
ス
コ
の
発
刊
な
ど

　

本
年
度
の
重
点
方
針

₁�

．
青
少
年
活
動
の
振
興

と
青
少
年
の
育
成
対
策

を
確
立
す
る

₂�
．
世
界
遺
産
（
地
域
文
化
財
）

景
観
の
保
護
、
啓
発
、
理
解

を
深
め
る
活
動
に
努
め
る

₃�

．「
平
和
の
文
化
」
の
活
動

を
推
進
す
る

₄
．
組
織
の
活
性
化
に
努
め
る

　

専
門
部
会
の
主
な
計
画

　

組
織
部
会
は
会
員
の
拡
大
、

維
持
に
努
め
、
会
費
の
見
直
し

　

昨
年
十
一
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

松
江
市
の
「
佐
陀
神
能
」
と
北

広
島
町
の
「
壬
生
の
花
田
植
」

の
共
演
会
へ
五
月
二
十
七
日

（
日
）、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

会
員
十
五
名
が
参
加
し
た
。
会

場
の
千
代
田
町
開
発
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ま

ず
「
壬
生
の
花
田
植
」
を
川
東
、

壬
生
両
田
楽
団
が
本
番
さ
な
が

ら
に
一
糸
乱
れ
ず
に
披
露
し

た
。
続
い
て
「
佐
陀
神
能
」。

芸
北
神
楽
の
源
流
と
さ
れ
る
八

岐
大
蛇
伝
説
を
基
に
し
た
演
目

「
八
重
垣
」
を
上
演
。
鼓
や
笛

の
音
が
響
く
な
か
、
能
の
様
式

を
と
り
い
れ
た
舞
台
は
、
厳
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
を

記
念
す
る
二
つ
の
団
体
の
上
演

は
、
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

意
義
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
北
広
島
町
の
大

塚
神
楽
団
（
大
朝
）
と
山
王
神

楽
団
（
千
代
田
）
の
神
楽
の
競

演
と
な
っ
た
。
大
塚
神
楽
団
の

「
土
蜘
蛛
」
は
、
源　

頼
光
と

鬼
、
蜘
蛛
な
ど
の
鬼
気
迫
る
演

技
に
圧
倒
さ
れ
、
続
く
山
王
神

楽
団
の
「
八
岐
大
蛇
」
は
よ
く

知
ら
れ
た
伝
説
で
、
こ
の
日
は

特
に
八
頭
の
大
蛇
が
舞
台
い
っ

ぱ
い
に
乱
舞
す
る
様
に
感
動
し

　
　
　
　

終
演
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

�　

上
演
の
あ
と
ユ
ネ

ス
コ
会
員
は
、
こ
の

日
の
企
画
演
出
を
担

当
さ
れ
た
石
井
誠
治

さ
ん
を
囲
ん
で
話
を

聞
き
、
あ
ら
た
め
て

芸
北
神
楽
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
る
と
と

も
に
、
無
形
文
化

財
を
守
り
、
営
々

と
受
け
継
ぐ
地
域

の
素
晴
ら
し
い
力

を
再
認
識
し
た
一

日
で
あ
っ
た
。

（
文
化
部
会
長　
　

　

井
尾
義
信
）

の
検
討
も
。
青
少
年
育
成
部
会

は
「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
理
解
の
た

め
の
講
座
」
の
開
設
に
努
め
ま

す
。
教
育
部
会
は
広
島
ユ
ネ
ス

コ
活
動
奨
励
賞
の
充
実
と
「
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
支
援
を
具

現
化
す
る
た
め
、
県
ユ
ネ
ス
コ

連
絡
協
議
会
と
の
連
携
を
含

め
、
取
り
組
み
を
検
討
。

　

文
化
部
会
は｢

ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン｣

を
公
民
館
な
ど
と

共
催
し
て
、
出
前
講
座
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、｢

ユ

ネ
ス
コ
サ
ロ
ン｣

の
企
画

運
営
を
よ
り
充
実
。
国
際

部
会
は
「
韓
国
ユ
ネ
ス
コ

大
邱
協
会
」
の
広
島
訪
問

の
受
け
入
れ
準
備
を
。
平

和
・
世
界
遺
産
部
会
は｢
平

和
の
鐘｣

の
集
い
や
杉
並
・

ユ
ネ
ス
コ
協
会
青
年
部
広

島
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
受

け
入
れ
事
業
、
２
０
１
１

・
₃
・
11
東
日
本
大
震
災
追
悼
・

平
和
の
鐘
、
原
爆
ド
ー
ム
世
界

遺
産
登
録
記
念
ハ
ガ
キ
普
及
な

ど
、
平
和
・
世
界
遺
産
関
連
事

業
を
充
実
へ
。

　

広
報
部
会
は
機
関
紙
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ユ
ネ
ス
コ
」
の
年
三
回

発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

（
事
務
局
長　

藤
井
孝
行
）

「
壬
生
の
花
田
植
」
と

　

「
佐
陀
神
能
」
の
共
演
会
に
参
加

田
楽
団
に
よ
る
「
壬
生
の
花
田
植
」
の
披
露
㊤
と
、「
佐
陀
神
能
」
の
舞

新年度の事業計画

広

島

県

北
広
島
町

ユ
ネ
ス
コ
現
地
講
座
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63
年
前
の「
協
力
会
」

　

か
ら
関
わ
り

　

戦
争
も
終
結
し
平
和
と
、
民

主
主
義
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食

べ
物
も
不
自
由
だ
っ
た
あ
の
頃
、

一
九
四
九
（
昭
二
四
）
年
に
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
力
会
が
発
足
し

た
。

　

当
時
、
広
島
県
庁
・
内
政
部

社
会
教
育
課
に
勤
務
、
文
化
係

を
担
当
し
、
珍
し
く
も
「
父
を

か
え
せ
」「
母
を
か
え
せ
」
の

俳
人
、峠
三
吉
さ
ん
を
は
じ
め
、

お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
「
酒
」

の
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
版
さ
れ
て

い
た
佐
々
木
久
子
さ
ん
と
同
席

し
て
い
た
。

　

同
年
輩
の
三
吉
（
さ
ん
ち
ゃ

ん
）
と
仲
良
し
と
な
っ
て
夕
方

に
な
る
と
、
原
爆
の
焼
野
原
に

残
っ
た
段
原
街
道
の
バ
ラ
ッ
ク

居
酒
屋
で
、カ
ス
ト
リ（
朝
鮮
酒
）

を
飲
み
楽
し
む
。
そ
の
頃
彼
は

流
行
し
て
い
た
肺
病
で
、
コ
ー

ン
コ
ー
ン
と
「
せ
き
」
を
出
し

な
が
ら
、
よ
く
付
き
合
っ
て
い

た
が
、
つ
い
に
賀
茂
西
条
療
養

所
で
鬼
神
と
な
ら
れ
た
。

　

佐
々
木
久
子
さ
ん
は
独
身
の

美
女
で
、
広
島
市
青
年
団
の
女

子
部
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

た
が
、
政
財
界
の
名
士
か
ら
お

呼
び
で
上
京
さ
れ
、
東
京
銀
座

で
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
梶
山
秀
之
さ

ん
や
カ
ー
プ
の
初
優
勝
監
督
の

「
コ
バ
」
さ
ん
達
と
酒
呑
み
集

い
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
と
ゼ
ネ
ス
ト
が
混

同
す
る
よ
う
な
、
カ
タ
カ
ナ
語

の
珍
し
い
時
代
に
、
ユ
ネ
ス
コ

業
務
を
手
さ
ぐ
り
で
、
文
部
省

か
ら
の
通
達
事
務
に
追
わ
れ
た

ご
ろ
を
回
顧
す
る
。

　

ユ
ネ
ス
コ
と
い
う
言
葉
の
意

味
と
響
き
は
、
何
と
も
言
え
ぬ

ハ
イ
カ
ラ
で
学
び
が
い
が
あ
り

そ
う
で
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。

　

広
島
文
理
科
大
学
長
、
長
田

新
氏
や
、
昭
和
二
四
年
か
ら
広

島
大
学
長
の
森
戸
辰
男
氏
な

ど
、
す
ぐ
れ
た
指
導
者
レ
ベ
ル

と
市
民
レ
ベ
ル
の
間
の
意
識
の

ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
運

動
が
不
振
の
状
況
時
代
（
昭

三
五
、六
年
）
も
あ
っ
た
。

　

一
方
で
は
、
因
島
市
ユ
ネ
ス

コ
協
会
が
発
展
し
、
第
三
十
一

回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動
全
国
大

会
を
一
九
七
五
（
昭
五
〇
）
年

に
引
き
受
け
、
ユ
ネ
ス
コ
の
輪

が
広
が
る
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
長
の
永
井
滋
郎
氏
（
広
大
教

授
）
が
総
合
司
会
者
と
し
て
、

素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ

た
。

　

一
九
七
三
（
昭
四
八
）
年
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
（
名
称
改

正
）
が
、
キ
リ
ン
ビ
ヤ
ホ
ー
ル

で
発
会
し
、
翌
昭
四
九
年
に
、

県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
（
因
島
・
府
中
市

と
合
わ
せ
）
が
発
足

（
於
広
島
中
央
公
民

館
）
し
、
会
長
に
内

海
巌
氏
（
広
大
教
授
）

を
迎
え
、
国
際
平
和

文
化
の
理
念
が
ユ
ネ

ス
コ
活
動
の
重
要
な

柱
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

折
し
も
一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
ご
ろ
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

と
北
京
の
ユ
ネ
ス
コ

ク
ラ
ブ
の
姉
妹
提
携

の
調
印
式
が
、
北
京

市
教
育
局
で
行
わ
れ
、
参
加
の

一
員
と
し
て
出
席
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
、二
週
間
余
り
北
京
市
、

敦
煌
、
蘭
州
、
西
安
、
上
海
の

旅
を
す
る
。
こ
の
団
長
に
理
事

の
加
藤
朗
一
氏
、
副
に
信
井
正

行
氏
、
団
長
の
達
者
な
中
国
語

の
挨
拶
で
調
印
を
済
ま
せ
、
熱

烈
歓
迎
を
受
け
感
動
す
る
。

　

砂
漠
と
山
丘
の
地
に
九
州
く

ら
い
の
広
さ
に
十
万
余
の
地
に

人
が
住
み
、鳴
沙
山
の
断
崖
に
、

莫
高
窟
の
文
化
遺
産
「
敦
煌
」

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
通
過
し
た
。

　

仏
教
壁
画
や
、
優
美
な
菩
薩

な
ど
の
巨
大
さ
に
驚
嘆
す
る
。

平
山
郁
夫
画
伯
の
「
流
沙
浄
土

変
」
の
秀
作
を
思
い
、
ラ
ク
ダ

に
乗
っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
味

わ
う
。

　

黄
河
沙
支
流
に
広
が
る
盛
唐

の
西
安
の
都
を
訪
れ
、
地
下
博

物
館
の
「
秦
始
皇
帝
兵
馬
俑
」

の
陶
製
美
に
圧
倒
さ
れ
た
。

「
サ
ロ
ン
」の
持
続

開
催
の
労
に
感
謝

　

時
は
過
ぎ
一
九
八
八
（
昭
六
三
）

年
ご
ろ
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会

は
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、

定
期
月
に
交
流
サ
ロ
ン
を
開
催

し
、
あ
る
時
は
備
前
焼
陶
芸
作

家
の
藤
原
雄
氏
や
著
名
な
講
師

を
迎
え
、
魅
力
の
あ
る
事
業
が

定
着
し
て
き
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
元
中
国
放
送

の
井
尾
義
信
さ
ん
、
亀
井
章
さ

ん
の
積
極
的
な
講
師
の
選
択
、

運
営
等
の
推
進
、
北
川
会
長
や

役
員
の
活
躍
に
感
謝
、
在
席
を

誇
り
に
想
う
。

思い出の中国交流、莫高窟や
兵馬俑の世界遺産に驚き

広
ユ
協
文
化
部
会
理
事
　
　
新に

い

川か
わ

貞
之
氏
　

広
島
の
ユ
ネ
ス
コ
運
動

の
「
今
、
昔
」
を
想
う　

春

夏

秋

冬

－３－

県
庁
在
職
当
時
、
峠
三
吉
、
佐
々
木

久
子
さ
ん
と
も
同
じ
課
で
机
並
べ
る
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一
九
九
七
年
、
広
島
市
と
韓

国
大
邱
広
域
市
は
姉
妹
都
市
提

携
し
て
、
様
々
な
交
流
事
業
が

展
開
さ
れ
、
両
市
の
市
民
交
流

が
拡
大
し
、
相
互
理
解
と
親
善

交
流
は
深
ま
っ
て
い
る
。

　

広
島

市
は
七

つ
の
姉

妹
都
市
を
持
っ
て
い
る
。
市
民

が
韓
国
の
文
化
、
食
べ
物
、
遊

び
な
ど
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
毎
年
五
月
三
日

～
五
日
を
「
大
邱
の
日
」
と
定

め
て
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し

て
、
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

【�

会
場
】
大
邱
マ
ダ
ン
（
平
和

大
通
り　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
南
側
）

【�

内
容
】
大
邱
広
域
市
の
観
光

紹
介
、
韓
国
服
の
着
用
、
韓

国
の
子
供
達
の
遊
び
、「
名

前
を
ハ
ン
グ
ル
で
書
こ
う
」、

韓
国
家
庭
料
理
販
売
（
ち
じ

み
、ト
ッ
ポ
ク
ギ
、チ
ャ
ー
ハ
ン
）

と
韓
国
飲
料
（
マ
ッ
コ
リ
）

　

韓
国
服
を
着
用
し
て
記
念
写

真
を
撮
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
連

日
、
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
、

家
族
連
れ
で
写
真
を
撮
る
な
ど

の
和
や
か
な
風
景
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
大
邱
マ
ダ
ン
に
は
、
韓

国
人
留
学
生
や

日
韓
交
流
推
進

の
女
性
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
加
わ
り
、
盛
り
上
げ
て
下

さ
い
ま
し
た
。

（
国
際
部
会
長　

藤
井
正
一
）

　

杉
並
ユ
ネ
ス
コ

　

青
年
部
が
来
広

　

今
年
十
四
回
目
の
杉
並
ユ
ネ

ス
コ
協
会
平
和
学
習
受
入
れ
事

業
で
は
、
北
川
会
長
の
「
被
爆

体
験
」
講
話
、
平
和
記
念
資
料

館
の
見
学
の
後
、
広
大
附
属
高

校
生
、
鈴
峯
学
園
高
校
生
、
そ

し
て
広
ユ
協
会
員
も
参
加
、
お

茶
会
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
は
平
和
公
園
、
本
川
小

学
校
見
学
後
、
井
上
、
藤
井
両

理
事
の
ご
配
慮
に
よ
る
「
お
好

み
焼
き
体
験
試
食
会
」
も
好
評

で
、
広
島
の
「
お
好
み
焼
き
の

歴
史
」
を
学
ん
で
も
ら
う
、
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
後
日
、
送
ら
れ
て
き
た

報
告
書
で
は
、
参
加
し
た
青
年

達
が
、
広
島
で
の
平
和
学
習
を

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
し
て
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。　　
　
　
　
（
柴
田
幸
子
）

「
語
学
講
座
」
に
人
気

　

こ
れ
ま
で
に
人
気
の
あ
る
語

学
講
座
を
、
今
年
度
も
青
少
年

セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
て
、
次
の

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
広
島

を
訪
れ
る
外
国
の
方
を
案
内
で

き
る
よ
う
即
戦
力
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

高
校
生
☆
英
語
で
ガ
イ
ド
で

は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
さ
ん
を

囲
ん
で
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
二
二
八
―
〇
四
四
七
）

ま
で
。

①
平
和
公
園
を
英
語
で
ガ
イ
ド

　

期
日
／
₇
月
15
日
～
29
日　

　
　
　

毎
日
曜
日
（
全
三
回
）

　
　
　

10
時
～
12
時

　

定
員
／
二
十
名
（
先
着
順
）

　

会
費
／
千
円

②
高
校
生
☆
英
語
で
ガ
イ
ド

　

期
日
／
₇
月
27
日
・
₈
月
₃

　
　
　

日
（
午
前
・
午
後
）

　
　
　

日
曜
日
（
全
三
回
）

　
　
　

10
時
～
12
時
半

　

定
員
／
二
十
名
（
先
着
順
）

　
　
（
青
少
年
育
成
部
会
長

　

國
田　

繁
）

たくさんの人たちでにぎわった大邱マダン㊤
料理コーナーでは、若者や女性が大活躍㊦　

大
邱
の
日
・
マ
ダ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
盛
り
上
げ

～

～

青
少
年
・
女
性
の
ペ
ー
ジ
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₃
、
₅
月
の

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン（
出
前
講
座
）

　

第
150
回
目
の
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ

ン
（
₃
月
24
日
、
広
島
市
南
区
宇

品
公
民
館
）
は
、
出
前
講
座
を

兼
ね
て
、
ヴ
ィ
オ
ラ
演
奏
・
沖

田
孝
司
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
沖
田

千
春
さ
ん
夫
妻
に
よ
る
、「
春

を
告
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」

「
あ
な
た
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」

「
七
つ
の
子
」「
春
よ
来
い
」「
涙

そ
う
そ
う
」「
春
の
海
」「I�Love�

Y
ou

」
な
ど
の
演
奏
と
、
ト
ー

ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
151
回
サ
ロ
ン
（
₅
月
26
日
、

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
）
は
、
歯
科
医
院
の
長
尾
誠

院
長
（
元
広
島
県
歯
科
医
師
会
常
任

理
事
）
か
ら
、「
お
口
の
中
は
埋
蔵

金
（
菌
）
が
ざ
く
ざ
く
」
を
テ
ー
マ

に
、講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
4
月
に
、
中
山
修
一
・

和
田
文
雄
・
湯
浅
清
治
編
『
持

続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
地
理

Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
ガ
イ
ド
』
を
、
啓

文
社
（
尾
道
市
）
か
ら
刊
行
し

ま
し
た
。

　

本
書
は
、先
に
同
じ
編
者
で
、

古
今
書
院
（
東
京
）
か
ら
刊
行

し
た
『
持
続
可
能

な
社
会
と
地
理
教

育
実
践
』（
２
０
１
０
年
）
が
研

究
書
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
持

続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）＝
平
和

で
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

教
育
の
普
及
版
を
目
指
し
た
も

の
で
す
。

　

小
中
高
等
学
校
で
は
、
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
で
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
実
践
が
待
っ
た
な
し
の
状

況
で
す
。

　

本
書
は
、
初
め
の
部
分
で
、

広
島
県
ユ
連
協　
　

会
長

亀
井　

章

　

今
年
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
条
約
採
択
四
十
周
年
、
日
本

の
締
約
か
ら
二
十
年
の
節
目
の

年
で
す
。
昨
年
は
、
原
爆
ド
ー

ム
と
厳
島
神
社
が
世
界
遺
産
登

録
十
五
周
年
を
迎
え
て
記
念
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

は
ま
た
、
広
島
県
に
二
つ
の
ユ

ネ
ス
コ
に
関
す
る
遺
産
が
誕
生

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
広
島
県

北
広
島
町
の
「
壬

生
の
花
田
植
」。
日
本
政
府
が

提
案
し
た
国
内
十
一
件
の
中
か

ら
島
根
県
松
江
市
の
「
佐
陀
神

能
」
と
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
遺
産
登
録
を
祝
う
上

演
会
（
演
舞
場
所
は
田
園
で
は
な

く
舞
台
）
が
五
月
二
十
七
日
、

北
広
島
町
で
開
か
れ
、
広
島
ユ

協
か
ら
十
数
名
が
『
現
地
講

座
』
と
し
て
訪
ね
、「
壬
生
」

と
「
佐
陀
」
の
熱
演
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。遺
産
登
録
後
初
の〝
本

番
〟
の
六
月
三
日
（
毎
年
六
月

第
一
週
日
曜
日
に
実
施
）
は
、
昨

年
に
倍
す
る
一
万
五
千
人
の
人

出
で
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
効
果

絶
大
の
盛
況
で
し
た
。

　

二
つ
目
の
新
顔
遺
産
は
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
10
選
」

（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
事
業
）

に
選
定
さ
れ
た
『
未
来
に
つ
な

ご
う
！
尾
道
坂
の
町
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
道

空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
豊
田

雅
子
代
表
）。
坂
の
街
の
景
観
を

つ
く
る
旧
市
街
地
の
山
手
の
住

宅
地
に
増
え
る
空
き
家
を
改
修

し
て
子
育
て
サ
ロ
ン
や
工
房
と

し
て
再
生
す
る
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
未
来
遺
産
」
は
「
危

機
に
あ
る
遺
産
」「
生
物
多
様

性
を
守
る
活
動
」
を
推
奨
す
る

事
業
で
、
第
一
回
の
「
未
来
遺

産
10
選
」
に
福
山
市
鞆
の
景
観

保
全
活
動
に
取
り
組
む
『
鞆
ま

ち
づ
く
り
工
房
』（
松
居
秀
子
代

表
）
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
鞆
の
浦
の
架
橋
／
埋
立

を
巡
る
訴
訟
（
住
民
側
勝
訴
）、

次
い
で
広
島
県
知
事
・
福
山
市

長
折
衝
が
終
わ
り
、
今
秋
に
も

県
の
表
明
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

現
地
講
座
や
ユ

ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

で
学
習
し
て
き
た
広
島
ユ
協
と

し
て
、
広
島
に
輝
く
ユ
ネ
ス
コ

遺
産
〝
五
つ
星
〟
か
ら
の
一
つ

の
流
星
も
Ｎ
Ｏ
！
で
す
。

編�

集
部
（
注
）
＝
広
島
県
知
事
は

₆
月
25
日
、
鞆
の
架
橋
・
埋
立

て
計
画
に
つ
い
て
、
当
初
の
計

画
を
撤
回
し
、
山
側
ト
ン
ネ
ル

を
推
進
す
る
方
針
を
、
福
山
市

長
に
伝
え
ま
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
般
的
特
徴
を
、
次

い
で
、
特
に
地
理
担
当
の
先
生

方
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
の
目
標
、
内

容
、
方
法
に
か
か
わ
る
ポ
イ
ン

ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、
冊
子
版
は
す
で
に
完

売
と
な
り
、
現
在
、
電
子
書
籍

版
（
税
込
５
０
０
円
）
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
啓
文
社

w
ook

」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
に
は
、
名
古
屋

と
岡
山
で
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10
年

国
際
総
括
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。本
書
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
進
展
に
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
中
山
修
一
氏
）

ＥＳＤ授業の目標、内容、方
法にかかわるポイントを分か
りやすく解説した『ＥＳＤ授
業ガイド』

地
理
担
当
の
先
生
に
ポ
イ
ン
ト
解
説

新
刊

紹
介

﹃
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
ガ
イ
ド
﹄

広
島
に
ユ
ネ
ス
コ
五
つ
の
〝
宝
〟
誕
生

寄

稿
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組
織
部
会
、
平
和
・

世
界
遺
産
部
会

理
事

井
上
哲
一
氏

　
「
倉そ

う

廩り
ん

み
つ
れ
ば
則
ち

礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
れ

ば
則
ち
栄
辱
を
知
る
」
と

い
う
諺
が
あ
る
。
洋
の
東

西
を
問
わ
ず
、
貧
し
さ
は

戦
争
を
生
み
尊
い
命
を
奪

う
。
そ
の
戦
争
は
人
の
心

の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中

に
平
和
の
と
り
で
を
築
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教

し
、
今
考
え
れ
ば
鳥
肌
の

た
つ
思
い
で
恥
ず
か
し
く

思
い
ま
す
。
し
か
し
幸
い

な
こ
と
に
、
次
の
年
、
馬ま

先
生
が
来
日
さ
れ
姉
妹
の

如
く
話
が
出
来
、
国
際
交

流
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ

ま
し
た
。
続
い
て
韓
国
の

大
邱
と
の
交
流
に
度
々
参

加
し
、
兄
弟
姉
妹
の
如
く

文
通
が
出
来
、
生
活
文
化

を
深
く
知
る
事
が
出
来
て

大
変
感
謝
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
の
行
事

に
も
度
々
参
加
し
、
特
に

青
少
年
の
関
係
の
行
事
で

は
、
参
加
す
る
度
に
学
校

で
は
見
ら
れ
な
い
姿
に
、

私
の
方
が
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
足
手
ま
と
い
の
私
で

す
が
、
力
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
心
に
誓
い

ま
し
た
。

広
島
あ
り
が
と
う
の
会

会
長

平
岡
豊
惠
さ
ん

　

私
の
ユ
ネ
ス
コ
と
の
ご

縁
は
、
約
三
十
年
前
声
を

か
け
ら
れ
会
員
に
な
り
ま

し
た
。
早
々
に
中
国
と
の

交
流
が
あ
り
「
小
学
校
の

児
童
作
品
を
持
参
す
る
の

で
用
意
し
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
作
品
を
持
参
し
、

中
国
の
小
学
校
を
数
々
訪

問
し
、
多
く
の
勉
強
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ユ
ネ

ス
コ
精
神
も
活
動
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
ま
ま
参
加

育
科
学
文
化
機
関
）
は
生
ま

れ
た
。
未
曽
有
の
天
災
や

人
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

今
日
、
目
に
見
え
に
く
い

「
国
際
支
援
」
に
疑
問
を

呈
す
る
人
は
い
る
。
し
か

し
、
貧
困
や
教
育
の
欠
如

に
よ
る
無
知
が
蔓
延
す
れ

ば
、「
文
化
的
生
活
」
な

ど
と
い
う
も
の
は
簡
単
に

覆
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
世
界

に
は
戦
争
や
貧
し
さ
な
ど

で
読
み
書
き
計
算
も
出
来

な
い
人
が
沢
山
い
る
。
そ

う
い
う
人
た
ち
が
、
勉
強

で
き
る
よ
う
に
ユ
ネ
ス
コ

は
、「
世
界
平
和
」
と
「
子

供
た
ち
の
未
来
」
に
寄
与

し
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
会

員
と
し
て
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
願
う
。
会
員
歴

十
二
年
。
神
主
。

〈
４
月
〉

10
日
／
広
報
部
会

12
日
／
組
織
部
会

〈
５
月
〉

３�

～
５
日
／
大
邱
の
日
・
姉
妹
都

市
交
流
ほ
か　
　

（
平
和
大
通
り
）

９
日
／
理
事
会　

総
会
議
案
協
議

　
　
　
（
国
際
会
議
場
）

�20
日
／
国
連
合
唱
団　
広
島　
長
崎

　

沖
縄　

平
和
と
慰
霊
の
コ
ン
サ
ー

　

ト　
（
広
島
市
文
化
交
流
流
会
館
）

23�
日
／
会
計
監
査

（
広
島
女
学
院
大
学
）

24
日
／
会
計
監
査　
　
（
竹
沢
宅
）

26�
日
／
第
151
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
お
口
の
中
は
埋
蔵
金
（
菌
）

が
ざ
く
ざ
く
…
」
長
尾
歯
科
医

院
長　

長
尾　

誠
さ
ん

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

26
日
／
平
成
24
年
度
通
常
総
会

（
同
プ
ラ
ザ
）

29
日
／
広
報
部
会

〈
６
月
〉

21�
日
／
主
催
事
業
日
程
調
整
な
ど

会
議
（
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

〈
７
月
〉

５
日
／
教
育
部
会

10
日
／
機
関
紙
第
81
号
発
行

28�
日
／
第
152
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ

ン
。
講
師
・
元
中
国
新
聞
記
者

島
津
邦
弘
さ
ん　
（
広
島
国
際

　

学
院
大
学
袋
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）

28
日
／
理
事
会　
（
同
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

去
る
7
月
7
日
、「
比
治
山

陸
軍
基
地
か
ら
ヒ
ロ
シ
マ
」
を

考
え
る
―
を
テ
ー
マ
に
、
被
爆

電
車
体
験
乗
車
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
9
時
、
広
島
駅
出
発
宇

品
港
へ
。
引
き
返
し
て
比
治
山

下
下
車
。
多
聞
院
、
山
陽
文
徳

殿
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
、
陸
軍
基
地
を

見
学
。
今
も
残
る
知
ら
れ
ざ
る

被
爆
の
爪
あ
と
…
…
そ
し
て
軍

都
広
島
の
果
た
し
た
役
割
の
大

き
さ
と
重
要
性
に
改
め
て
気
づ

く
と
共
に
、
多
く
の
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
（
柴
田
幸
子
）

【
日
時
】
7
月
28
日
（
土
）、

午
後
１
時
半
か
ら
（
3
時
ま
で
）

【
場
所
】
広
島
国
際
学
院
大
学

袋
町
キ
ャ
ン
パ
ス
（
広
島
市
中
区

15�
日
／
事
務
局
会
議

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

�24�
日
／
第
150
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
春
を
告
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」

ヴ
ィ
オ
ラ
演
奏
者
沖
田
孝
司
さ

ん
・
ピ
ア
ノ
沖
田
千
春
さ
ん

（
宇
品
公
民
館
）

24�
日
／
理
事
会
（
同
公
民
館
）　

�26�
～
28
日
／
第
14
回
杉
並
ユ
ネ
ス

コ
協
会
青
年
部
広
島
学
習
、｢

被

爆
証
言｣

北
川
会
長
・
平
和
記

念
公
園
慰
霊
碑
め
ぐ
り
ほ
か

大
手
町
二
丁
目
8
番
4
号　

袋
町
電

停
前
、
大
手
町
パ
ー
ク
サ
イ
ド
ビ
ル

6
階　

岡
三
証
券
の
看
板
が
目
印
）

【
講
師
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

島
津
邦
弘
さ
ん
（
元
中
国
新
聞
記

者
、
元
比
治
山
大
学
教
授
）

【
テ
ー
マ
】「
山
里
か
ら
の
伝

言
―
中
国
山
地
を
再
訪
し
て
」

〈,12
年
３
月
〉

被
爆
電
車
に
乗
っ
て

7
月
28
日
に
　
　
　

第
152
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


